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ＥＥＳＳＧＧフフォォーーカカスス・・フファァンンドド 
（（資資産産成成長長型型））  

第４期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2024年９月20日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー・グローバル・リートＥＳＧ

フォーカス・ファンド（資産成長型）」は、2024年９

月20日に第４期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 

シュローダー・グローバル・
リートＥＳＧフォーカス・マ
ザーファンド受益証券を主要
投資対象とします。 

マザーファンド 

・ ルクセンブルグ籍米ドル建
て外国投資法人 

「シュローダー・インターナ
ショナル・セレクション・
ファンド グローバル・シ
ティーズ クラスＩ投資
証券」 

・ ルクセンブルグ籍米ドル建
て外国投資法人 

「シュローダー・インターナ
ショナル・セレクション・
ファンド ドル・リクイディ
ティ クラスＩ投資証券」 

上記の指定投資信託証券を主
要投資対象とします。 

組 入 制 限 

当ファンドの 
マザーファンド 
組入上限比率 

制限を設けません。 

マザーファンド 

投資信託証券への投資割合に
は制限を設けません。また、外
貨建資産への投資割合には制
限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年９月20日。ただし、当該日が休
業日の場合は翌営業日）に原則として経費控除
後の繰越分を含めた利子・配当収入と売買益

（評価益を含みます。）等から、基準価額水準、
市場動向等を勘案し決定します。 
なお、分配を行わない場合があります。 

 
 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2021年５月25日 10,000 － － － 658 

１期(2021年９月21日) 10,425 0 4.3 97.8 8,943 

２期(2022年９月20日) 10,851 0 4.1 98.4 13,940 

３期(2023年９月20日) 10,679 0 △ 1.6 98.1 14,050 

４期(2024年９月20日) 12,502 0 17.1 98.3 12,457 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2023年９月20日 10,679 － 98.1 

９月末 10,178 △ 4.7 97.9 

10月末 9,686 △ 9.3 98.3 

11月末 10,591 △ 0.8 98.3 

12月末 11,163 4.5 98.8 

2024年１月末 11,283 5.7 98.8 

２月末 11,365 6.4 99.5 

３月末 11,932 11.7 98.8 

４月末 11,689 9.5 98.8 

５月末 11,733 9.9 98.9 

６月末 12,167 13.9 98.5 

７月末 12,179 14.0 98.8 

８月末 12,206 14.3 99.1 

(期  末)    

2024年９月20日 12,502 17.1 98.3 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率を記載しております。 

 

（注）当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 
 

  



品 名：90020_100742_004_02_シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型）_1030013.docx 

日 時：2024/11/1 10:43:00 

ページ：2 

― 2 ― 

シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○運用経過 (2023年９月21日～2024年９月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2023年９月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首10,679円でスタートした基準価額は、12,502円（分配後）で期末を迎え、期首比17.1％（分配金再投資

ベース）の上昇となりました。 

当期、ファンドのリターンはプラスとなりました。国別では、主にオーストラリアや日本、米国などへの配

分が上昇要因となった一方、シンガポールへの配分が下落要因となりました。セクター別では、トランクルー

ムリートやヘルスケアリートなどへの配分が主な上昇要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

 

当期、世界の不動産株式およびリート市場は、上昇しました。当期初から2023年10月にかけては、米国の堅

調な個人消費、コア・インフレ率の高止まりを背景に米国長期金利が上昇したほか、中東情勢の悪化が相場の

重しとなり、下落しました。その後、世界的なインフレ鈍化等を背景に米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の早

期利下げ期待が高まったことで、主要債券市場で金利が低下基調となり、年末にかけて上昇基調に転じまし

た。2024年に入ると、米国の主要経済指標が堅調な内容を示したことでＦＲＢの早期利下げ観測が剥落し、米

国長期金利の上昇などが足枷となる中、世界の不動産株式およびリート市場は方向性の欠ける展開が続きま

したが、５月以降はＦＲＢが９月に利下げに踏み切るとの見方が再度進展したことで米国長期金利は再び低

下基調となり、世界の不動産株式およびリート市場は上昇しました。特に、７月から８月にかけては、株式市

場でグロース銘柄がアンダーパフォームする市場環境となったことも追い風となり、上昇モメンタムが加速

しました。米ドル円レートについては、ＦＲＢの早期利下げ期待の広がり等を背景に、2023年11月頃から年末

にかけて円高が進行しましたが、2024年に入ると、利下げ期待の剥落、堅調な一部の米国の経済指標の発表な

どを受けて、７月中旬まで円安基調となりました。しかし、その後は米国景気に対する懸念が高まったほか、

日本銀行が金融政策正常化を進めるとの見方が広がったこと等も相まって急速に円高が進行し、当期を通じ

て、円は対米ドルで上昇しました。 

 

 

 
2023年９月から10月にかけて、米国ではヘルスケアリート、オフィスリート、工業用リート、住宅リート等

の広範なセクターで組み入れを変更しました。また、トランクルームリートの保有を削減したほか、英国の国

民保険サービス予算の緊縮でアシュラ（英国のヘルスケアリート）を全売却しました。11月は、分散の観点で

三井不動産を一部売却、住友不動産を新規購入しました。12月は、オフィスリートで入れ替えを行ったほか、

データセンターの好業績を背景にデジタル・リアルティ（データセンターリート）の保有を一部削減しました。

また、英国の各種リートを新規購入しました。2024年１月から２月にかけては米国の集合住宅用リートと工業

用リートで入れ替えを行いました。また、投資妙味が薄れたとみてシンガポールのデータセンターリートを売

却したほか、香港の店舗用リートへの配分を増やしました。３月から４月にかけては、上昇余地から銘柄を変

更したほか、年初来好調に推移していた銘柄を一部売却しました。米国の各種リートの保有を追加したほか、

オーストラリアの住宅関連銘柄で入れ替えを行いました。５月、欧州では各種リートの保有を引き下げ、店舗

用リートを新規購入したほか、英国のトランクルームリートを売却しました。また、日本の組入銘柄を変更し

ました。６月、米国では、店舗用リートで入れ替え、工業用リートの一部売却を行ったほか、業種分散を企図

して電波塔リートを新規購入しました。７月、三菱地所や三井不動産、住友不動産などを一部売却したほか、

米国では一戸建て住宅用リートの保有を削減し、各種リートを積み増しました。また、英国の銘柄を入れ替え

ました。８月、米国ではヘルスケアリートや店舗用リートを一部売却した一方、人口動態が追い風になるとみ

てインベントラスト・プロパティーズ（米国の店舗用リート）に対して新規投資を行いました。 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンドにおいて、投資比率が高

位であるシュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド グローバル・シティー

ズ クラスI 投資証券の運用について 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

＜ファンドの主要投資対象におけるサステナビリティ基準適合比率について＞ 

ファンドの主要な投資対象ファンドである「シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド 

グローバル・シティーズ クラスI 投資証券」は、持続可能な投資を目的としています。これは、より環境に

強く、革新的な都市とインフラ・ストラクチャーに貢献する投資です。この目的を確実にするために、投資運

用会社は投資対象銘柄の選択において以下のプロセスによりサステナビリティ基準を適用します。 

投資可能なユニバースは２段階においてサステナビリティ指標を用いて分析され、サステナビリティ評価

が低い銘柄は除外されます。 

－ステージ１では、都市スコアの策定を実施し、企業が所有する物件のロケーションを定量的に評価します。

投資可能なユニバースからサステナビリティ評価が低い企業は除外されます。 

－ステージ２では、シュローダー独自および外部機関のサステナビリティ分析ツールを用いて企業を定量的

に評価します。投資可能なユニバースのうち、サステナビリティ評価の相対的に低い企業は除外されます。 

投資運用会社は、かかるプロセスにより、ファンドの主要な投資対象ファンドの純資産総額の90％以上の組

入銘柄がサステナビリティ基準に適合することを確保します。 

2023年９月21日から2024年９月20日までの報告期間中、ファンドの主要な投資対象ファンドは、上記のプロ

セスにより設定されたサステナビリティ基準を満たす投資可能なユニバースにのみ投資しました。 

2024年９月20日現在、投資対象ファンドの純資産総額に対してシュローダーのサステナビリティ基準に適

合した組入銘柄のエクスポージャーは98.4％となっています。 

 

＜スチュワードシップ方針について＞ 

シュローダーは、投資先企業やその事業環境等に関する深い理解に基づく「建設的な対話」（エンゲージメ

ント）、積極的な議決権行使などを通じて、当該企業の企業価値の向上や持続的成長を促すことにより、投資

リターンの拡大を図る責任を有すると考えています。 

伝統的な財務分析に加え、企業が環境、社会、ガバナンス（ＥＳＧ）に関するリスクにどの程度さらされて

いるか、また、それをどのように管理しているか、を分析することは、適正な企業価値の理解、長期的に持続

可能な利益を創出する能力の見極めという観点で非常に有益だと考えています。 

シュローダーのスチュワードシップ・コードに係わる取組み内容やエンゲージメントの実施例については、

委託会社のホームページをご参照ください。 

（https://www.schroders.com/ja-jp/jp/intermediary/about-us/stewardshipcode/） 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

 

当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

 

収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送
らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第４期 

2023年９月21日～ 
2024年９月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,502  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

投資家は、2022年に金利上昇を受けて不動産セクターから資金を引き揚げ、足元も不動産セクターの保有比

率を低位で維持しています。2008年の金融危機時も不動産セクターに対する投資家の選好姿勢は弱まりまし

たが、これは、不動産セクターのファンダメンタルズの悪化を反映したものでした。一方、足元の不動産セク

ターのファンダメンタルズは堅調であり、安定したインカムと成長機会を提供していると考えます。ファンダ
メンタルズが堅調を維持する中、主要国における金利低下が進んだ場合、不動産価値の上昇につながるとみて

います。また、投資家の資金引き揚げを受けて、上場不動産と未上場不動産のバリュエーション（価値評価）

には乖離が存在しています。上場不動産は相対的に割安な水準で取引される中、上場不動産の非公開化が活発

に行われており、バリュエーション水準が魅力的であることを示唆しています。 
そのほか、データセンターにおいては人工知能を巡る発展期待、住宅用セクターにおいては賃料収入の上

昇、ヘルスケアセクターにおいては人口動態の変化等、セクター毎に不動産市場にとって追い風となる要因が

存在すると考えます。このような環境下、収益性と物件価値の向上を期待しています。 

当ファンドでは、当面の運用方針として競争力の高い都市に物件を持ち、サステナビリティの観点から銘柄
を厳選することでポートフォリオを構築しています。投資銘柄の選定や配分決定プロセスにおいて独自の

ＥＳＧ分析を利用しています。運用チームは、引き続き、不動産市場での変化のトレンドから恩恵を受けると

考えられる銘柄、特にデジタル経済の台頭をサポートする銘柄を選好する方針です。運用チームは、これらの

トレンドが今後も進展し、３年～５年の投資期間にわたってポートフォリオのパフォーマンスを向上させる
と考えています。 
   

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○１万口当たりの費用明細 (2023年９月21日～2024年９月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 187  1.650  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 94)  (0.825)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 90)  (0.792)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.033)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 10   0.084   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.000)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
 送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.013)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  8)  (0.071)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001)  ・その他は、グローバルな取引主体識別子（ＬＥＩ：Legal Entity Identifier） 
  登録費用、金銭信託手数料等 

 合 計 197   1.734    

期中の平均基準価額は、11,347円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.78％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。 
（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 投資先ファンドの費用については、投資先ファンドの管理会社が発行する年次報告書（アニュアル・レポート）の記載に基づきます。

なお、投資先ファンドの運用管理費用（信託報酬）は当ファンドの運用管理費用（投信会社分）から支払われるため、別に収受してお
りません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。    
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○売買及び取引の状況 (2023年９月21日～2024年９月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンド 462,540 554,880 3,707,092 4,506,774 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年９月21日～2024年９月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2024年９月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンド 12,739,377 9,494,825 12,567,351 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年９月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンド 12,567,351 99.4 

コール・ローン等、その他 73,792 0.6 

投資信託財産総額 12,641,143 100.0 
 
（注） 金額の単位未満は切捨て。 

（注） シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（17,896,439千円）の

投資信託財産総額（18,128,516千円）に対する比率は98.7％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝142.76円です。 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年９月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 12,641,143,652   

 シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンド(評価額) 12,567,351,168   

 未収入金 73,792,484   

(B) 負債 183,771,865   

 未払解約金 73,792,484   

 未払信託報酬 106,070,955   

 その他未払費用 3,908,426   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 12,457,371,787   

 元本 9,964,055,338   

 次期繰越損益金 2,493,316,449   

(D) 受益権総口数 9,964,055,338口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,502円 
 

［元本増減］ 
期首元本額 13,157,337,464円 
期中追加設定元本額 519,599,538円 
期中一部解約元本額 3,712,881,664円 

 

○損益の状況 (2023年９月21日～2024年９月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 2,014,129,972   

 売買益 2,410,243,007   

 売買損 △  396,113,035   

(B) 信託報酬等 △  230,462,809   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 1,783,667,163   

(D) 前期繰越損益金 △   62,808,746   

(E) 追加信託差損益金 772,458,032   

 (配当等相当額) (      6,968,546)  

 (売買損益相当額) (    765,489,486)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 2,493,316,449   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 2,493,316,449   

 追加信託差損益金 772,458,032   

 (配当等相当額) (      6,968,872)  

 (売買損益相当額) (    765,489,160)  

 分配準備積立金 1,720,858,417   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（100,947円）、費
用控除後の有価証券等損益額（1,676,630,542円）、信託約款に
規定する収益調整金（772,458,032円）および分配準備積立金

（44,126,928円）より分配対象収益は2,493,316,449円（10,000
口当たり2,502円）ですが、当期に分配した金額はありません。

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 

＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配
金）、残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
 

＜お知らせ＞ 
信託期間を無期限とするため、投資信託約款に所要の変更を行いました。（2023年12月21日より適用） 
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